
                      
 

循環器コース (定員：20 名) 

日本は超高齢化社会を迎え、高齢者数増大による心疾患患者の           

急激な増加により「パンデミック」状態になると言われています。 

心疾患には専門的なリハビリテーションと共に、生活期でいかに 

再入院までの期間を延長することが出来るかが重要です。心不全 

患者の中には低身体機能のために、日常生活の行為が想像以上に 

過負荷となってしまっている現状もあり従来型の心臓リハビリテ 

ーション医療や心肺運動負荷試験による運動処方のみでは十分に 

対応できていないこともあります。「心不全患者の生活行為パンフレ 

ット」を有効に活用し、心疾患患者の生活期を支える方法を実践 

形式で学ぶことを目的とします。 

  

【会 場】 滋賀県立リハビリテーションセンター 研修室                                                                                                                             

※共催：滋賀心臓リハビリテーション研究会 

 

●対 象 者 ：心疾患・心機能低下を有する方の支援に携わる方どなたでも  

 

●申込締切り ：令和６年 7 月 19 日（金）まで  【先着順】 

※応募多数の場合、滋賀県内在住在勤の方を優先とします。 

★申込方法：下記二次元コードから受付フォームにアクセスし、お申し込みください。 

URL：https://ttzk.graffer.jp/pref-shiga/smart-apply/apply-procedure- 

alias/reiwa6nenndozixyunnkannki 

                                   【二次元コード】 

※日本医師会生涯教育制度申請予定  

※日本理学療法士協会登録理学療法士更新ポイント申請予定                 

※日本作業療法士協会生涯教育制度申請予定 

※心臓リハビリテーション指導士の資格更新単位申請予定 

日     時 内   容 講  師 

令和 6 年 

7 月 28 日（日） 

13：30～16：30 

（受付 13：00～） 

「心不全患者の生活行為パン

フレット」を用いた心臓リハ

ビリテーション～総論～ 

滋賀医科大学リハビリテーション科 

医師  川口 民郎 氏 

講義「心不全患者の生活行為

パンフレットについて」 

滋賀医科大学医学部附属病院 

リハビリテーション部  

作業療法士 脇田 喜芳 氏 

JCHO 滋賀病院 

リハビリテーション部 

作業療法士 今村 恵 氏 

実技「インテークから指導までの

流れ」 脇田 喜芳 氏、今村 恵 氏 

グループワーク 

担当：高田 


